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福井商工会議所の動き

2月度議員懇談会

事業拡大と事業承継を目的としたM&Aについて懇談

　

２
月
度
議
員
懇
談
会
を
２
月
１
日
午
前
11

時
か
ら
福
井
商
工
会
議
所
ビ
ル
で
開
催
し
、

76
名
が
出
席
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
八
木
会
頭
は
、「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
急
速
な

勢
い
で
拡
大
し
て
い
る
。
重
篤
化
し
に
く
い

と
の
話
だ
が
、
油
断
せ
ず
引
き
続
き
感
染
予

防
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」
と
注
意

を
喚
起
し
た
。
そ
の
上
で
、「
当
所
で
は
昨

年
夏
に
引
き
続
き
、
福
井
県
医
師
会
・
福
井

県
看
護
協
会
の
協
力
を
得
て
、
３
回
目
の
新

型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
職
域
共
同
接
種
を
実
施

予
定
で
あ
り
、
県
内
の
円
滑
な
ワ
ク
チ
ン
追

加
接
種
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
」
と
意
気
込

み
を
述
べ
た
。

　

続
い
て
、
名
南
Ｍ
＆
Ａ
㈱
取
締
役
開
発
本

部
長
の
青
木
将
人
氏
よ
り
「『
事
業
拡
大
』

と
『
事
業
承
継
』
の
た
め
の
Ｍ
＆
Ａ
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
卓
話
が
行
わ
れ
た
。

　

国
内
に
お
け
る
Ｍ
＆
Ａ
の
件
数
は
右
肩
上

が
り
で
増
加
を
続
け
て
お
り
、
そ
の
要
因
と

し
て
青
木
氏
は
「
全
国
の
中
小
企
業
に
お
け

る
後
継
者
不
在
率
が
高
止
ま
り
し
て
お
り
、

事
業
承
継
手
段
と
し
て
Ｍ
＆
Ａ
を
選
択
す
る

経
営
者
が
増
え
た
」
と
説
明
。
ま
た
、
国
内

人
口
は
今
後
減
少
傾
向
が
続
く
た
め
、
自
社

単
独
で
事
業
を
拡
大
す
る
の
が
難
し
い
時
代

と
な
り
、「
Ｄ
Ｘ
や
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
等
の
環
境
変
化
に
対
応
し
つ
つ
、
事
業
を

拡
大
す
る
手
段
と
し
て
Ｍ
＆
Ａ
を
選
択
す
る

経
営
者
が
今
後
増
え
る
だ
ろ
う
」
と
推
測
し

た
。

　

さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
取
り
扱
っ
て
き
た
数

多
く
の
Ｍ
＆
Ａ
案
件
を
分
析
す
る
中
で
、
青

木
氏
は
「（
自
社
の
弱
み
を
補
完
で
き
る
な

ど
）
Ｍ
＆
Ａ
の
目
的
が
明
確
な
も
の
は
、
相

乗
効
果
が
期
待
で
き
成
功
し
や
す
い
」
と
傾

向
を
説
明
。
そ
の
上
で
、
円
滑
に
Ｍ
＆
Ａ
を

進
め
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
①
全
て
の

株
主
に
早
め
に
相
談
し
て
お
く
こ
と
②
情
報

漏
洩
を
防
ぐ
た
め
の
秘
密
保
持
契
約
を
締
結

す
る
こ
と
③
最
低
２
年
（
引
継
ぎ
前
１
年
＋

引
継
ぎ
後
１
年
）
事
業
承
継
期
間
を
定
め
る

こ
と
④
Ｍ
＆
Ａ
実
行
前
か
ら
面
談
を
通
じ
て

引
継
ぎ
後
の
社
内
体
制
を
明
確
に
し
て
お
く

こ
と
の
４
つ
を
挙
げ
た
。

　
　

　

最
後
に
、
福
井
県
を
舞
台
に
し
た
映
画

「
お
し
ょ
り
ん
」
の
制
作
に
関
し
、
制
作
運

営
委
員
会
の
新
道
忠
志
委
員
長
よ
り
説
明
が

あ
っ
た
。
新
道
委
員
長
は
「
同
映
画
は
全
国

１
５
０
館
で
の
上
映
を
予
定
し
て
お
り
、
北

陸
新
幹
線
開
業
を
控
え
た
福
井
に
と
っ
て
県

外
に
福
井
を
Ｐ
Ｒ
す
る
ま
た
と
な
い
機
会
と

な
る
」
と
話
し
、
映
画
制
作
に
対
す
る
経
済

界
か
ら
の
支
援
を
呼
び
掛
け
た
。

【
議
員
異
動
】（
敬
称
略
）

　

ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱
福
井
支
社

　
　
（
旧
）
吉
田　

耕
一
（
営
業
支
社
長
）

　
　
（
新
）
西
手　

良
成
（
支
社
長
）

　

興
和
江
守
㈱

　
　
（
旧
）
永
島　

孝
彦
（
社
長
）

　
　
（
新
）
岩
佐　

大
秀
（
社
長
）

M&A成功と失敗のポイントについて説明する
名南Ｍ＆Ａ㈱の青木将人取締役情報開発本部長



事業開催結果

会頭年頭記者会見
担当／総務・経理課1.4

はじめに自己紹介や名刺交換を行った後、原子
力元請企業と個別面談形式で情報交換を行っ
た。参加者は面談を通して現場で求められてい
る技術や課題を知り、参入条件について確認し
ながら、自社の技術力や製品が原子力分野にお
いても応用できないか検討していた。

元請企業／８社　　参加企業／７社
会　　場／福井商工会議所ビル
　　　　　コンベンションホール・ホワイエ

県内企業と原子力元請
企業との情報交換会
担当／まちづくり・産業振興課1.18

新年の始まりに、会員企業や団体、行政関係者
などを招いて開催。会頭挨拶、来賓祝辞、乾杯
などの後、フルートやクラリネットの演奏も行
われる中で、参加者同士が新年の挨拶を交わし
た。また、商売繁盛の願いが込められた福銭を
配布し、新春を祝った。

参加者／約 260名
会　場／福井商工会議所ビル　コンベンションホール

賀詞交歓会
担当／総務・経理課1.4

年頭の記者会見に臨んだ八木会頭は、「６
月に福井商工会議所会頭職を拝命し、新型
コロナの影響を受けて非常に厳しい状況
となった企業や事業者を足下でどのようにお支えしていくかを喫緊かつ最重要使命として推進してきた。
あっという間の半年だった」と昨年を振り返った。社会経済活動の変容を突きつけた新型コロナを端緒と
して、大きく動き出した “ 新たな社会 ” に対し、「商工会議所としてはこの変化を能動的に捉え、追い求
める付加価値や新しい価値とは何かを会員事業所の皆様と色々な形で議論する場を設け、新たな事業領域
やデジタル化、また事業承継（M&A）の展開など今まで以上に積極的に推進していかなければならない。
社会変化をしっかりと捉え、持続可能な地域社会の実現に向けて今年も誠心誠意取り組んでいきたい」と
決意を語った。また、福井開業まで２年２ヵ月余りとなった北陸新幹線については「重要な国家戦略であ
る国土強靭化におけるリダンダンシー（多重性）機能の確保に向け、一日も早く敦賀以西（大阪）へ繋げ
ていかなければならない。県内のみならず関西ならびに北陸地域の商工会議所等経済界が連携し、延伸の
早期実現に向け一丸となって強力に推進していきたい」と意気込みを述べた。

会　場／福井商工会議所ビル　特別会議室


